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がんばる加太っ子
 

　令和 6 年もいよいよ最後の月となり、長かった二学期も残り約 3 週間となりました。本当に時が流れる

のは早いものです。朝夕の寒さがこたえてくる、そんな季節になり本格的な冬がやってくると実感する今日

この頃です。 

　１１月は「学校開放月間」ということで、保護者の方をはじめ多くの方々に

学校に子供達の様子を見に来ていただきました。加太小学校の授業参観後の人権

教育講演会では、多くの保護者の方々に参加していただき、また、地域の方も一

緒に聞いていただきありがとうございました。私たちもいつ直面するかわからな

い、「命とは」「人権とは」について、改めて振り返って考えることができた講演

会でした。私たち大人が正しく知り、行動することは、子ども達に人権について

伝えていく際に欠かせないことだと思います。どうか、保護者の皆様方も忘れな

 いでください。

　さて、１１月は、各学年が社会見学に行ったり、中学校学習発表会への参加、

友ヶ島への遠足、そして６年生の修学旅行と忙しい毎日であったように思いま

す。学年で活動したり、縦割りで活動したりと、子ども達は少ない児童数ではあ

 りますが、様々な立場における人との関わり方を学んでいると思います。

　中学校の体育館で行われた学習発表会では、中学生のお兄さんやお姉さんの歌

や楽器演奏を鑑賞しました。その後、子ども達が各クラス毎に舞台で発表を行い

ました。どの子も恥ずかしがることなく堂々と舞台の上で、発表している姿はと

ても素晴らしいと思いました。中学生との交流を通して、高学年の児童のみんな

には、１年後、２年後の自分の姿を想像して欲しいです。また、中学年・低学年

のみんなにも中学年・高学年へと移り変わっていく自分は、どんな人でいたいの

 か、理想像を持てるようになって欲しいです。

　みなさんは、毎日の学習を通して知識が増え、体験や経験を通してできること

が増えていきます。それらはすべてみなさんが将来したいことを叶えたいと思っ

た時に、とても役に立つことばかりです。今学校でしていることに無駄なことは

 ありません。どんなこともあきらめないでチャレンジしてください。

　１２月に入ると和歌山市の音楽会があります。３年生以上の子ども達は地域の

方の指導のもと、加太伝統の「獅子舞」を練習し、音楽会での発表に向けて力を

 付けています。素晴らしい発表になると信じています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（校長　寺尾　憲和） 

     ホームページアドレスはこちら → https://www.wakayama-wky.ed.jp/kada-es/  

https://www.wakayama-wky.ed.jp/kada-es/


１２月 の 行 事 予 定
 １ 日 １６ 月 登校指導

 ２ 月 登校指導　安全点検 １７ 火 誕生日会

３ 火 縦割り活動 １８ 水

 ４  水 いじめなくそうデー・ＡＬＴ １９ 木

 委員会（４～６年：５限）　

加太ブロック人権学習実践交流会

 ５ 木 和大連携授業（あおぞら学級：１限） ２０ 金 ＡＬＴ・SSW・SC 来校

 ６ 金 和歌山市音楽会（３～６年：県文１３時～） ２１ 土

 ７ 土 少年補導委員街頭啓発活動（９時～：中学校）２２ 日

 ８ 日 ２３ 月 ＡＬＴ　※給食終了

 ９ 月 ２４ 火 終業式（１１時半下校）

 １０ 火 縦割り活動 ２５ 水

クラブ活動（３～６年：５・６限）

１１ 水 ２６ 木

１２ 木 クラフトジビエ授業（４年：５・６限） ２７ 金

１３ 金 森林学習（５・６年：高野山） ２８ 土

 １４ 土 もちつき大会（８時４５分～） ２９ 日

１５ 日 ３０ 月

３１ 火 大晦日

 

　※３学期の始業式は１月６日(月)です。 

  　　　　　　　　新型コロナウィルス感染症については、落ち着いてはいるものの、今まで通り感染予防

　　　　　　　　対策を十分行うことで、インフルエンザやマイコプラズマ肺炎対策にもつながります。な

お、発熱等の症状があるときは、無理せず必ず病院での受診をしていただき、また、症状等で気になること

がある場合は、学校までご連絡下さいますようお願いします。 

 

学校アンケートにご協力ありがとうございました。 

　学校アンケート(保護者の皆様)に、ご協力ありがとうございました。この貴重なご意見を、今後の学校運営に

 生かしていけるようにしてきたいと考えています。

                                  


